
ECUソフトウェアの 
継続的納入
電動化を促進するアジャイルソフトウェア開発

低公害車に対する需要は常に増大し続けており、OEMはこの大規模市場に対応して新しいハイブリッドモデルや電動モデ

ルを開発しています。Robert Bosch Mobility Solutionsのパワーエレクトロニクス事業部（GS-PE）では、そこで頻繁に

求められる新しい要件に応えるため、高い俊敏性を持ってパワートレインへの効率的な電力供給システムを開発していま

す。そして、開発された新しいファンクションと最適化された ECUロジックについて、継続的な改良、テスト、リリース

を行っています。

この開発を実現するため、パワーエレク

トロニクス事業部ではインバータ ECU

用ファンクションの開発、統合、テス

トの高度な自動化と並列化を行いまし

た。この基礎となっているのは、アプリ

ケーションライフサイクルマネジメン

ト（ALM）ツール環境です。この環境

は、顧客の要求、報告されたエラー、テ

ストケース、テストレポートなどの情報

を開発者とテスト担当者に提供するも

ので、すべての「作業指示」が ALM内

で追跡されます。開発者は作業指示の情

報に基づき、ETAS ASCETを使用して

AUTOSAR準拠の ECUファンクション

用ソフトウェアコンポーネントの作成や

修正を行います。

ソフトウェアのテストとリリースを継続

的に実行

新しく作成されたソフトウェアコンポー

ネントや修正された既存のソフトウェア

コンポーネントは、システムにチェック

インされ、即時に ECUソフトウェアに

統合されます。続いて静的解析が行われ、

各コンポーネントについてコーディング

ミスの有無とコーディングガイドライン

への適合性が自動的にテストされます。

テストに合格すると、ETAS INCAを用

いて新しいソフトウェアバージョンを

ECUに適合させ、さらに ETAS DESK-

LABCAR上でリアルタイムソフトウェ

アシミュレーションによる ECUの閉

ループテストを行います。すべてのテ

ストに合格したソフトウェアバージョン

は、リリースされ、高電圧のテストベン

チでさらに検証されることになります。

メリット

ファンクション開発の工程は、新規ファ

ンクションのテストであっても、統合

からレポート生成までを完全に自動化す

ることができます。具体的には、作成ま

たは修正したソフトウェアコンポーネン

トを夕方にシステムにアップロードすれ

ば、その夜の間に自動テストを実行する

ことができます。翌朝、エンジニアはテ

スト結果を確認し、コンポーネントを修

正する必要があるかどうかを判断しま

す。テストに合格したコンポーネントは、

テストラン完了後に新しいソフトウェア

バージョンに統合されます。このソフト

ウェアバージョンは ECU上で直ちに実

行できるため、実験室でのさらなるテス

トやその後の車載テストにも利用できま

す。テストにおいては、高性能でコンパ

クト、しかもコスト効率の高い DESK- 

LABCARシステムが有用で、多くのハー

ドウェアインザループテストを並列化す

ることができます。

顧客の利益

インバータ ECU用ソフトウェアの継続

納入は、電動パワートレイン用システム

のアジャイル型共同開発を大いに後押し

するものです。頻繁にリリースされるソ

フトウェアバージョンをすぐにターゲッ

トシステムへ提供できるので、ソリュー

ションの開発と最適化を顧客と綿密に相

談しながら進めていくことができます。
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Continuous Delivery of ECU Software 
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GS-PE 事業部の
ツールチェーン（右図中央）が、

インバータ ECU 用ソフトウェアの
継続的な開発と納入（右図左上）を

実現しています。
このツールチェーンでは、

ASCET を使用してファンクションを
新規に実装または修正し、

それをソフトウェアに自動的に統合して
テストすることができます。

この工程では
アプリケーションライフサイクル
マネジメントシステムが活用され、

関連するすべてのデータの
保管と処理に利用されています。

Bosch の新しいソリューション「eAxel」:
GS-PE 事業部門は、

モーター、パワーエレクトロニクス、
トランスミッションを一体化しました。

このパワートレインにより
50 ～ 300 キロワットの電力を

供給することができます。
GS-PE は、ASCET と LABCAR を利用して
この軽量でコンパクトなアクスルドライブを

制御するソフトウェアの開発と
テストを行っています。

今後の展望

ETAS ISOLAR-EVEを使用して生成できる仮想的な AUTOSAR 

ECUを利用することにより、今後も ECUソフトウェアを継続

的に納入し、さらに効率の向上を図ることができます。「効率

向上」の一例として、ECUハードウェアを使用せずにコンピュー

タ上の仮想環境で ECUソフトウェアをテストすることがあげ

られます。
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